




超酸素イオンや過酸化水素などいわゆる活性酸素の生成機能に異常をもつ多核白血球の検

査法を検討し､そのうちで微量の全血液を用いる実用的な方法について報告した(1)。この

方法を臨床例に応用し、慢性肉芽腫症と思われる中年男子の例やグルコースー6 一リン酸

デヒドロゲナーゼ異常にもとずくと思われる例を観察した｡ 


